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こきん倶楽部口腔機能健診のご紹介
立秋を間近に控えても暦上のことと言わんばかりに居座る暑さですが、皆様お
障りなくお過ごしでしょうか。
当クリニックでは平成25年から小金井市が主催した“栄養・口腔機能向上お口

から全身元気アップ教室”を受託し実施させていただいておりました。その際“こ
きん倶楽部”にご入会していただいた人を対象にこの度口腔健診を催すこととな
りました。この健診は以前受けた検査と同じ検査をもう一度受ける事で現在の健
康状態を知っていただき、改めて健康について考えていただくことを意図しており
ます。具体的に全身的な状態の他にも、栄養状態、精神状態、お口の動きの健
診等も行う予定です。お口の動きの診査では、舌や唇の動き、噛む力の強さ、発
話の診査などが含まれます。

定期的にお口の健診を行う事でいつまでも美味しいお食事をして元気に過ごし
ましょう！
第一回は8月最終週と9月第一週に開催を予定しており、平成25年の教室に参
加された方を対象として招待状を送らせていただきましたが、翌年以降の教室に
参加された方々にも随時ご招待する予定ですので何卒参加の程宜しくお願い致
します。

こきん倶楽部始動！

今年もクリニックに七夕の笹を飾りました。七月七日は、
生憎のお天気でしたが願いが込められた色とりどりの
短冊で飾られた笹は、エントランスを華やか
にしてくれました。

全ての願い事が叶いますように。

今年も七夕飾りにお願いごとしました

口腔外科部門は毎週月曜が診療日で
す。今月より、石垣佳希先生に加えて
岡本秀平先生が多摩クリニックの一員
となりました！今後も口腔外科部門を
よろしくお願いいたします。

皆さん初めまして、日本歯科大学附属
病院口腔外科の岡本 秀平（４１歳、
生後２ヶ月の男の子の父親）です。

このたび、縁があり多摩クリニック口腔
外科の担当になりました。多摩クリニッ
クでは主に抜歯がメインとなりますが、
大学病院では顎変形症の患者さんの
手術を担当しております。

口腔外科部門
Dr. 紹介

石垣先生 岡本先生
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日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック

・アクセス JR中央線 東小金井駅 南口 目の前
・連絡先 〒184-0011 東京都小金井市東町4-44-19
℡ 042-316-6211 Fax 042-316-6212
・診療時間 午前9：30-12：00 午後13：00-17：00（最終予約16：00）

※完全予約制
・外来

月 火 水 木 金 土

摂食外来 ○ ○

休

診

○ ○ ○

言語外来 ○ ○ ○ ○ ○

スペシャルニーズ歯科外来 ○ ○

口腔外科外来 ○

年末年始・創立記念日・祝祭日を除く
・訪問口腔リハビリテーション
・訪問嚥下機能評価（VEほか）
・訪問栄養指導 随時ご相談ください。
・ＣＴ撮影サービス

多摩クリニック専用の診療情報提供書をご用意しております。多摩クリニック事務部までお問い合わせください。
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連携研修会のお知らせ

摂食嚥下研修会
「食べるを支える」
平成２７年９月２８日（月）１９時～

摂食嚥下研修会
「発達期障害の理解を深める！」
１回 平成２７年７月２８日（火）１８時半～
２回 平成２７年１０月１５日（木）１８時半～
３回 平成２８年２月２３日（火）１８時半～

会場；日本歯科大学口腔リハビリテーション
多摩クリニック

詳細はホームページをご確認ください
http://dent-
hosp.ndu.ac.jp/nduhosp/tama-clinic/

平成２７年６月１２～１４日の３日間、パシフィコ横浜を会場に「良
質な超高齢社会を拓く－学際的研究の進展と深化－」をテーマに
日本老年学会が開催されました。この学会は２年に１度、日本の老
年に関係する７学会（日本老年歯科医学会、日本老年医学会、日
本老年看護学会、日本老年精神医学会、日本老年社会科学会、
日本基礎老化学会、日本ケアマネジメント学会）が合同で開催する
学会で、日本の老年医学に関する最新の研究発表、情報交換を
行う学会です。

今回の学会では「高齢者に関する定義の再検討：６月１３日の読
売新聞１面などに紹介されました」について合同総合シンポジウム
で討論が行われました。その討論による声明が次のように発表さ
れました。「最新の科学データでは、高齢者の身体機能や知的能
力は年々若返る傾向にあり、現在の高齢者は10～20年前に比べ
て5～10歳は若返っていると想定される。個人差はあるものの、高

齢者は十分、社会活動を営む能力がある人もおり、このような人々
が就労やボランティア活動など社会参加できる社会をつくることが
今後の超高齢社会を活力あるものにするために大切である。」

私達も日頃研究している成果について専門とする日本老年歯科
医学会、日本老年医学会で発表や、国際シンポジウムの座長、セ
ミナーの座長、合同シンポジウムのシンポジストなど、我々クリニッ
クスタッフもこの学会に様々な役割で参加することができました。今
後も研究成果を皆さんに発信し、最新の医療情報を入手するため
学会への参加を継続してまいりたいと思います。

“日本老年学会に参加、研究発表を行いました”

教育講演 国際シンポジウム ランチョンセミナー


